（別添様式１）
平成２４年度当初予算　
支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：森林研究費
	事業名: 森林研究所県単試験調査費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
林政部　森林研究所　電話番号：0575-33-2585（内221）

　　　　　　　　　　　E-mail：c25108@pref.gifu.lg.jp
	事業費：


　要求額：10,589千円（前年度予算額：17,365千円）

	要求内容


	１　要求の内容


森林・林業に関する県民の要望に沿った技術開発や調査研究、企業等からの受託研究を行う。
	２　所要経費


研究テーマ

・ニホンジカによる剥皮被害防止手法の開発（109千円）

・未利用資源の活用技術の開発（437千円）

・間伐促進のための低負荷型作業路開設技術と影響評価手法の開発（1,000千円） 

・花粉症対策ヒノキ・スギ品種の普及拡大技術開発と雄性不稔品種開発（1,485千円）
・一位一刀彫の原材料を確保するための県木イチイの管理方法の検討（100千円）
・スギ材乾燥の効率化に関する研究（931千円）
・スギ林における凍裂被害対策技術の開発（2,515千円）

・多様な森林情報統合による森林施業管理・利用計画システムの開発（2,080千円）
・森林の二酸化炭素吸収モニタリング調査（1,392千円）

・リグニン分解酵素の固体培養生産システムの開発（間接経費240千円）

・微生物を利用したマツタケ胞子の発芽促進技術の開発（間接経費300千円）

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
２ 儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
○林業の生産性向上、県産材利用拡大により、林業産出額を上げる

	２　これまでの取組状況


効率的な森林施業を進めるための育林方法・作業路・林業機械に関する研究、健全で豊かな森林づくりのための病虫獣被害対策に関する研究、県産材の需要拡大のため未利用材の利用促進に関する研究、低コスト生産のためのキノコ栽培技術の研究に取り組んでいる。
	３　これまでの取組に対する評価


研究成果を活用して、効率的に森林資源量を把握するためのツールや病虫獣害対策のための指針を作成し、関係者に普及・利用されている。しかし、引き続き研究を進める必要があるテーマも多数あるため、関係者のニーズを十分に把握し、現場に役立つ研究に努めたい。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	17,365
	0
	0
	0
	0
	0
	16,530
	0
	835

	要求額
	10,589
	0
	0
	0
	0
	0
	9,012
	0
	1,577

	1月20日時点査定額
	10,589
	0
	0
	0
	0
	0
	9,012
	0
	1,577

	決定額
	10,589
	0
	0
	0
	0
	0
	9,012
	0
	1,577


